暴風雪と高波に関する全般気象情報　第３号

平成２２年４月１４日０４時４５分　気象庁予報部発表
　　発達中の低気圧が日本海北部を北東に進んでいる影響で、１５日明け方にかけて北日本を中心に風が非常に強く、海上は大しけとなるでしょう。暴風や高波に警戒して下さい。またふぶきによる交通障害にも警戒して下さい。

［気圧配置など］　

　 日本海北部にある低気圧が急速に発達しながら北東に進み、１４日夜にはオホーツク海に達する見込みです。北日本の上空約１５００メートルには氷点下９度以下と、この時期としては強い寒気が流れ込み、日本付近は１４日夜にかけて強い冬型の気圧配置となるでしょう。

［防災事項］

＜暴風＞

　 北日本と北陸では、１４日は風が非常に強いでしょう。北海道の日本海側では、海上を中心に１５日明け方にかけても風が非常に強い見込みです。また、北日本では強い寒気の影響で雪を伴い、ふぶきとなるところもあるでしょう。

　 予想される最大風速は、１４日　北日本日本海側　海上２５メートル、陸上２０メートル

　　　　北日本太平洋側　海上２５メートル、陸上１８メートル

　　　　北陸地方　　　　海上２０メートル、陸上１８メートル

　　　　伊豆諸島　　　　　　２０メートル

１５日　北海道日本海側　海上２０メートル、陸上１８メートルの見込みです。

＜高波＞

　 １４日は、北日本や北陸地方では大しけとなり、伊豆諸島、西日本の日本海側ではしけるでしょう。北海道の日本海側では、１５日明け方にかけて大しけが続く見込みです。

　 予想される波の高さ（最大）は、
１４日　北日本日本海側、北海道太平洋側　７メートル

　   　　　北陸地方　　　　　　　　　　　　６メートル

　　　   　西日本日本海側　　　　　　　　　５メートル

　　　   　東北太平洋側、伊豆諸島　　　　　４メートル

１５日　北海道日本海側　　　　　　　　　６メートルの見込みです。

　
暴風や高波に警戒して下さい。またふぶきによる交通障害にも警戒して下さい。

